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１． 目的 

 ユビキタスネットワーク社会の到来と相まって，多目的の電磁波利用が家庭の内外にお

いて急増する一方，錯綜する電磁波の人体影響が懸念されている．電磁波がヒトに及ぼす

作用で影響の可能性が科学的に想定されるものは，極低周波に対しては体内に誘導される

電界・電流であり，マイクロ波に対しては電力吸収に伴う発熱である．例えば，変動磁界

は地磁気よりもレベルが桁違いに低くても曝露すれば体内には電流が誘導され，それが脳

神経や心筋の活動による内因性電流を超える場合には何らかの生体影響が引き起こされる．

マイクロ波に対しては，代謝熱と同程度の熱源が電力吸収で生じると，熱調整系に可逆的

な影響を及ぼす事例が動物実験で既に確認されている． 

近年，人が電子・情報機器，運輸システムなどから漏洩する微弱な電磁波に曝される機

会が増加しているが，一般にはこのような電磁波は過渡的で広い周波数帯域の界成分を有

し，人体への空間的な曝露分布は不均一となる場合が多い．さらに広帯域の電磁波曝露に

対しては，体内に誘導される電界・電流または電力吸収のいずれの影響が支配的になるか

は曝露状況により大きく異なり，双方を定量的に評価する必要性が生ずる．しかしながら，

現時点においては，このような曝露評価の手法は確立されていない．電磁界に対する世界

各国の安全基準や防護指針における規制値・推奨値には，商用周波では誘導電流・電界，

高周波では比吸収率（ＳＡＲ：単位質量あたりの吸収電力）が尺度として共通に採用され

ていることからも，複雑な電磁環境下における体内誘導量の計算評価は極めて重要である． 

本調査専門委員会の目的は，不均一および過渡的な電磁界による体内誘導量を定量的に

算定・評価する手法を検討すると共に，関連の計算結果に関する報告事例を調査すること

にある．また，より現実的な曝露条件を計算機上で再現するためには，波源のモデル化が

必要となるが，本調査専門委員会では波源推定のための逆問題と基礎となる測定手法の調

査も併せて実施する．なお，測定に関しては，特に，小形プローブによる高解像度電磁界

測定技術に焦点を当てた動向調査も行う． 

 

２． 内外の趨勢 

 ヒトの健康影響が懸念される電磁波は，主として電力・輸送システムに用いられている

50 Hz，60 Hz（商用周波数）の極低周波と携帯電話に用いられているマイクロ波であった．

前章に述べたように，最近の安全基準や防護指針では電磁波による体内誘導量を評価のベ

ースにしており，この点からも誘導量計算の調査が重要となっている．例えば，ICNIRP（国

際非電離放射線防護委員会）のガイドラインでは，1 Hz-10 MHzの範囲では電流密度に対す

る基本制限，100 kHz-10 GHzの範囲ではＳＡＲに対する基本制限が設けられている．即ち，



100 kHz-10 MHzの周波数帯では電流密度とＳＡＲの両方の曝露評価が必要不可欠となる．

総務省，米国・ヨーロッパ諸国の防護指針や安全基準もこれに準じるように定められてい

る． 

 商用周波分野では，電気学会の「電磁界の生体影響問題調査特別委員会」が誘導電流計

算法も含めて調査しているが，調査対象が工学面と医学面を総合した広範囲の内容であり，

誘導量評価としての調査は十分とはいえない．また，同学会の「電磁界による体内誘導電

界・電流調査専門委員会」では極低周波から中間周波数帯を含む高周波数帯における誘導

量評価法並びに比較計算法が検討・調査されたが，ヒトの簡易モデルに対してのみであり，

解剖学的に詳細な人体モデルに対する解析技術の有効性や不均一で過渡的な電磁界に対し

て有効な計算評価法は調査されていない．高周波関係では電子情報通信学会の「人体電磁

ファントム研究会」が活発な調査研究を行っているが，主眼がマイクロ波帯に置かれ，そ

の対象はハイパサーミアを目的としたアンテナ設計や局所吸収量評価のためのファントム

設計にあるので，曝露評価を目的とする体内誘導量計算とは内容が大きく異なる． 

しかし昨今では，商用周波数やマイクロ波だけでなく家庭電気製品や情報機器からの中

間周波数帯漏洩電磁波に対する人体影響が取りざたされており，ＩＥＣ（国際電気標準会

議）においても「低周波・中間周波数帯の電磁界による人体内誘導電流計算方法」が議論

されている一方，ＷＨＯ（世界保健機関）でも錯綜する電磁環境の曝露評価を優先課題の

ひとつとして研究すべきことを２００６年に勧告している． 

このように広帯域に亘る電磁波の体内誘導量計算は，殆ど手つかずの状態にあると云っ

てよく，低周波並びに高周波分野で得られた知見を融合した上で，複雑な電磁環境に対す

る人体曝露評価の確立が要望される． 

 

３． 調査検討項目 

 以上の趨勢に鑑み，本調査専門委員会では，以下の項目に関して現状と今後の動向を調

査検討する． 

（１）詳細な人体モデルに対する体内誘導量計算法 

（２）不均一および過渡的な電磁界に対する体内誘導量計算法（発生源のモデル化と曝露

評価を含む） 

（３）極低周波から中間周波数帯を含む広帯域電磁界の測定手法（簡易法と厳密法） 

（４）今後の課題  

 

４． 予想される効果 

 本調査検討によって，人体誘導量計算法・計算結果の信頼性や適用性が明らかになると

共に，複雑な電磁環境下においても人体曝露評価の適切な計算法を選択できる条件が明ら

かとなる． 

 



５．調査期間 

 平成１８年（２００６年）７月～平成２１年（２００９年）６月 

 

６．活動予定 

 委員会  ４回／年   幹事会  １回／年   研究会  １回／年 

 

７．その他 

 調査結果は報告書としてまとめる予定である． 
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